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終
　
章
　
セ
ン
サ
ス
「
人
種
」
分
類
を
め
ぐ
る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

　
こ
れ
ま
で
本
書
で
は
建
国
後
ま
も
な
く
一
七
九
〇
年
か
ら
始
ま
っ
た
第
一
回
セ
ン
サ
ス
以
降
、
一
八
九
〇
年
第
一
一
回
セ
ン
サ
ス
ま
で

を
対
象
と
し
て
、
公
式
な
分
類
名
が
な
い
状
況
下
で
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
セ
ン
サ
ス
調
査
実
態
の
歴
史
を
、
膨
大
な
調
査
票
の
解
読
作

業
を
通
じ
て
検
証
し
て
き
た
。
ま
た
、
奴
隷
制
度
や
移
民
政
策
と
如
何
な
る
関
連
性
を
も
っ
て
セ
ン
サ
ス
の
「
肌
の
色
」
そ
し
て
後
に
は

「
人
種
」
分
類
へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
そ
こ
で
の
焦
点
は
、
セ
ン
サ
ス
に
お
け
る
「
肌
の
色
」
や
「
人
種
」

分
類
の
変
遷
の
な
か
で
、
ど
こ
に
も
入
ら
な
い
人
々
、「
そ
の
他
」
と
し
て
ひ
と
く
く
り
に
さ
れ
る
人
々
へ
の
調
査
と
、
公
式
な
分
類
名

が
な
い
状
況
下
で
の
調
査
の
実
態
で
あ
る
。
一
七
九
〇
年
、
為
政
者
に
と
っ
て
の
「
逸
脱
者
」
と
は
「
そ
の
他
の
全
て
の
自
由
人
」
で
あ

っ
た
が
、
現
地
の
調
査
員
に
と
っ
て
誰
を
指
し
示
す
の
か
が
異
な
る
曖
昧
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
っ
た
。「
自
由
黒
人
」
や
「
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
」
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
「
そ
の
他
の
全
て
の
自
由
人
」
に
対
す
る
名
前
の
省
略
等
の
杜
撰
な
調
査
に
な
っ
て
現
わ

れ
た
。
深
南
部
に
お
い
て
は
、
杜
撰
と
は
真
逆
の
「
数
年
間
の
奉
公
」
等
の
細
か
な
追
記
が
「
自
由
黒
人
」
へ
の
監
視
と
し
て
示
唆
さ
れ

る
記
録
が
み
ら
れ
た
。
一
七
九
〇
年
の
「
ニ
グ
ロ
」
や
「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
」
等
の
名
前
の
省
略
や
集
団
名
に
よ
る
記
入
は
、
一
八
五
〇
年

に
始
め
て
中
国
人
の
記
録
が
ま
と
ま
っ
て
あ
っ
た
時
に
も
現
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、「
ム
ラ
ト
ー
」「
カ
ナ
カ
」「
メ
キ
シ
カ
ン
」
等
と
し
て

も
み
ら
れ
た
が
、
決
し
て
「
ホ
ワ
イ
ト
」
に
は
み
ら
れ
な
い
慣
行
で
あ
っ
た
。
一
貫
し
て
「
ホ
ワ
イ
ト
」
と
は
個
人
の
名
前
が
記
載
さ
れ

る
人
々
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
名
前
の
後
に
、
一
七
九
〇
年
に
は
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
「
未
亡
人
」
の
追
記
の
よ
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リ
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う
に
、「
ホ
ワ
イ
ト
」
の
と
り
わ
け
女
性
に
対
し
て
、
貧
困
や
保
護
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
示
唆
す
る
追
記
─
─
社
会
的
な
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
へ
の
監
視
─
─
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
本
書
が
検
証
し
て
き
た
テ
ー
マ
は
、「
肌
の
色
」
や
「
人
種
」
分
類
の
恣
意
性
と
ロ
ー
カ
ル
な
調
査
員
の
眼
差
し
に
つ
い
て
で

あ
る
。「
街
角
の
官
吏
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
各
州
の
セ
ン
サ
ス
調
査
員
の
記
録
を
見
る
と
き
に
興
味
深
い
の
は
、
調
査
員
自
身
の
第
一

印
象
や
直
感
が
記
録
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
分
類
名
に
対
し
て
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
セ
ン
サ
ス
局
か
ら
の
定
義
が
示
さ
れ
な
い
場

合
に
は
と
り
わ
け
、「
公
式
」
な
定
義
と
各
州
調
査
員
の
ま
な
ざ
し
と
の
間
の
齟
齬
が
露
呈
さ
れ
る
。
一
七
九
〇
年
、
ワ
シ
ン
ト
ン
近
郊

で
「
肌
の
色0

」
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
」
だ
け
で
な
く
「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
」
を
指
す
「
イ
エ
ロ
ー
」
と
の
言
葉
に
な
っ
て
現
れ
た
。
ま
さ
に
建
国

当
初
か
ら
ア
メ
リ
カ
が
「
カ
ラ
ー

0

0

0

・
コ
ン
シ
ャ
ス
」
で
あ
っ
た
こ
と
の
一
端
を
、
セ
ン
サ
ス
の
現
場
の
調
査
員
は
記
録
に
残
し
て
い
た
の

だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
現
場
に
お
け
る
「
肌
の
色
」
と
「
人
種
」
に
つ
い
て
の
調
査
実
態
か
ら
、
一
八
七
〇
年
に
公
式
な
分
類
と
な
る
前
の

0

0

中
国
人
が
当
初
「
ホ
ワ
イ
ト
」
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
本
書
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
調
査
の
実
態
と
「
人
種
」
分
類
を
め
ぐ
る
セ
ン
サ
ス
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
を
通
史
的
か
つ
包
括

的
に
と
ら
え
て
き
た
が
、
一
七
九
〇
年
か
ら
の
初
期
セ
ン
サ
ス
に
お
け
る
「
そ
の
他
の
全
て
の
自
由
人
」
と
一
九
一
〇
年
の
「
そ
の
他
」

を
つ
な
ぐ
存
在
と
し
て
、
一
八
五
〇
年
以
降
の
中
国
人
、
日
本
人
が
い
た
。
中
国
人
や
日
本
人
は
次
第
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
セ
ン
サ
ス
上
で
も
人
種
化
さ
れ
て
い
く
も
の
の
、
移
民
初
期
に
は
、
中
国
人
は
明
ら
か
に
ホ
ワ
イ
ト
ネ
ス
の
境
界
内
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
た
。
地
域
に
よ
っ
て
、
ま
た
ロ
ー
カ
ル
の
調
査
員
個
々
人
に
よ
っ
て
人
種
観
─
─
ホ
ワ
イ
ト
ネ
ス
の
境
界
─
─
は
多
様
で
あ
り

続
け
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
人
は
極
小
の
集
団
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
中
国
人
や
「
カ
ナ
カ
」
と
の
差
異
化
（
人
種
・
エ
ス
ニ

ッ
ク
な
三
角
形
）
が
見
ら
れ
、
細
か
な
調
査
が
な
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
日
本
人
に
対
す
る
眼
差
し
は
、
幕
末
以
降
、
新
見
一
行
の
遣
米
使

節
団
や
「
ワ
カ
マ
ツ
・
コ
ロ
ニ
ー
」
と
い
う
訪
米
、
移
住
を
契
機
と
し
て
、
外
交
・
貿
易
に
始
ま
り
、
宣
教
・
教
育
等
の
文
化
活
動
の
相



﻿

513

手
と
し
て
の
注
目
を
背
景
に
し
て
い
た
。

　
本
書
は
加
え
て
、
日
本
人
に
関
し
て
一
八
六
〇
年
や
一
八
七
〇
年
の
セ
ン
サ
ス
調
査
票
の
み
な
ら
ず
、
日
本
側
の
旅
券
・
査
証
、
新
聞

等
の
諸
史
料
と
リ
ン
ケ
ー
ジ
す
る
こ
と
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
分
断
さ
れ
ず
太
平
洋
に
開
く
セ
ン
サ
ス
史
の
地
平
線
を
描
こ

う
と
し
て
き
た
。
日
本
や
中
国
と
の
外
交
関
係
を
背
景
と
し
つ
つ
も
、
微
々
た
る
数
で
し
か
な
い
日
本
人
に
対
す
る
正
確
で
具
体
的
な
調

査
が
行
わ
れ
た
の
は
、
一
八
六
〇
年
の
咸
臨
丸
の
水
夫
が
外
交
使
節
団
と
し
て
、
そ
し
て
一
八
七
〇
年
の
「
ワ
カ
マ
ツ
・
コ
ロ
ニ
ー
」
を

初
め
と
す
る
日
本
人
の
多
く
が
日
本
側
か
ら
み
た
「
外
国
人
」
に
伴
っ
て
渡
航
し
た
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
日
本
へ
の
関
心
や
注

目
を
背
景
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
多
く
が
「
不
自
由
な
」
移
動
を
し
て
い
た
人
々
で
あ
っ
た
た
め
、
当
人
で
は
な
く
世
帯
主
が
回
答
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
セ
ン
サ
ス
に
日
本
人
の
記
録
が
残
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
中
国
人
に
続
き
、
日
本
と
い
う
国
と
の
対
応
関
係
に
あ
る
日

本
人
が
セ
ン
サ
ス
に
お
い
て
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
」
と
し
て
差
異
化
さ
れ
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
を
意
味
す
る
「
人
種
」
分
類
と
な
っ
て
い

く
。
中
国
人
や
日
本
人
が
従
来
の
「
肌
の
色
」
に
包
摂
さ
れ
る
の
で
は
な
く
新
た
な
意
味
を
付
与
さ
れ
る
「
人
種
」
が
追
加
さ
れ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
一
八
七
〇
年
に
は
「
カ
ナ
カ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
人
々
は
、「
ブ
ラ
ッ
ク
」
や
「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
」
の
な

か
に
包
摂
さ
れ
不
可
視
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
太
平
洋
を
渡
る
移
民
に
は
、
国
家
間
関
係
の
変
容
を
背
景
に
、
セ
ン
サ
ス
と
移

民
政
策
の
「
包
括
的
人
種
政
策
」
の
中
で
、
人
種
化
に
よ
る
認
知
と
排
斥
だ
け
で
は
な
く
、
包
摂
と
不
可
視
化
と
い
う
異
な
る
プ
ロ
セ
ス

も
み
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
彼
ら
は
国
内
で
の
位
置
づ
け
は
共
に
「
カ
ラ
ー
ド
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
八
九
〇
年
の
セ
ン
サ
ス
に

お
い
て
固
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　「
そ
の
他
」
に
関
し
て
は
、
一
八
二
〇
年
に
は
「
自
由
カ
ラ
ー
ド
」
と
は
す
な
わ
ち
自
由
黒
人
を
指
す
よ
う
に
な
り
、
こ
の
年
を
も
っ

て
「
課
税
さ
れ
な
い
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
を
除
く
そ
の
他
の
全
て
の
人
」
と
い
う
「
そ
の
他
」
に
ま
つ
わ
る
項
目
が
一
旦
消
滅
す
る
。
公
式
な

「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
」
の
登
場
後
の
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
さ
え
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
い
て
、「
ホ
ワ
イ
ト
」
と
分
類
さ
れ
る
事
例
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が
散
見
さ
れ
た
の
だ
が
、
同
時
に
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
、
中
国
人
、
日
本
人
以
外

0

0

の
「
ア
ジ
ア
系
」
と
「
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
」
が
「
そ
の

他
」
と
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
歴
史
は
太
平
洋
や
米
墨
の
新
し
い
国
境
を
越
え
て
往
来
す
る
人
々
の
多
様
性
に
セ
ン
サ
ス
の
分
類
が

追
い
付
か
な
か
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
一
九
一
〇
年
に
復
活
し
た
「
そ
の
他
」
に
は
下
位
分
類
と
し
て
の
「
ヒ
ン
ド

ゥ
」
や
「
コ
リ
ア
ン
」
が
記
入
さ
れ
て
い
く
。
本
書
を
締
め
く
く
る
に
当
た
り
、
以
下
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
そ
の
他
の
人
種
」
の

今
日
的
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
上
で
、
二
〇
二
〇
年
セ
ン
サ
ス
を
め
ぐ
る
動
向
と
争
点
に
つ
い
て
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
　「
そ
の
他
の
人
種
」
─
─
過
去
と
現
在

　
序
章
の
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
現
在
の
「
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
」
は
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
」
と
の
位
置
づ
け
で
あ
る
が
、
一
九
三
〇
年
に
は

「
メ
キ
シ
カ
ン
」
が
一
度
だ
け
「
人
種
」
項
目
と
し
て
登
場
し
た
。
こ
れ
は
一
九
二
四
年
移
民
法
の
制
定
に
よ
っ
て
急
増
し
た
と
さ
れ
る

「
メ
キ
シ
カ
ン
」
の
実
態
把
握
が
背
景
に
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
ま
で
「
白
人
」
と
分
類
さ
れ
、
ま
た
「
ス
パ
ニ
ア
ー
ド
」
と
し
て
の
認

識
を
強
く
持
つ
「
メ
キ
シ
カ
ン
」
や
メ
キ
シ
コ
政
府
か
ら
の
抗
議
が
あ
り
、
一
九
四
〇
年
に
は
「
メ
キ
シ
カ
ン
」
は
消
え
、
再
び
「
白

人
」
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
加
え
て
、
一
九
三
〇
年
、
一
九
四
〇
年
に
は
現
在
の
「
ア
ジ
ア
系
」
集
団
の
う
ち
、「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
」

「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
」「
フ
ィ
リ
ピ
ノ
」「
ヒ
ン
ド
ゥ
」「
コ
リ
ア
ン
」
に
対
し
て
独
自
の
「
人
種
」
集
団
と
し
て
の
記
録
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
一
九
三
〇
年
に
、
全
米
人
口
を
三
つ
の
集
団
に
大
別
す
る
際
に
は
、「
白
人
」「
ニ
グ
ロ
」
以
外
の
「
そ
の
他
」
に

「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
」
や
「
メ
キ
シ
カ
ン
」
と
同
様
「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
」
や
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
」
等
が
ひ
と
ま
と
め
に
さ
れ
て
い
た（

（
（

。

　
こ
の
よ
う
に
二
〇
世
紀
に
入
り
「
そ
の
他
」
に
は
二
つ
の
位
相
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
つ
は
「
白
人
」「
ニ
グ
ロ
」
以
外
の
全

て
を
示
す
「
そ
の
他
」、
も
う
一
つ
は
、「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
」「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
」
を
初
め
と
す
る
現
在
の
「
ア
ジ
ア
系
」「
太
平
洋
諸
島
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人
」
の
中
で
「
人
種
」
が
独
自
に
提
示
さ
れ
な
い
集
団
を
指
す
「
そ
の
他
」
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
に
は
調
査
票
上
の
「
人
種
」
の
選
択

肢
に
「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
」「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
」「
フ
ィ
リ
ピ
ノ
」
が
残
っ
た
一
方
で
、「
ヒ
ン
ド
ゥ
」「
コ
リ
ア
ン
」「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ン
」

「
ポ
リ
ネ
シ
ア
ン
」
が
「
そ
の
他
」
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
加
え
て
一
九
五
〇
年
に
は
東
部
に
お
け
る
「
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
」「
黒

人
」「
白
人
」
の
「
混
血
」
の
人
々
に
対
し
て
特
別
の
調
査
が
行
わ
れ
「
そ
の
他
」
に
含
ま
れ
た（

（
（

。
一
九
六
〇
年
に
は
「
メ
キ
シ
カ
ン
」

「
プ
エ
ル
ト
リ
カ
ン
」
等
は
彼
ら
が
「
明
ら
か
に
ニ
グ
ロ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
そ
の
他
の
人
種
で
な
い
限
り
」「
白
人
」
と
し
て
分
類
さ
れ
た
。

こ
こ
で
い
う
「
明
ら
か
に
」
と
は
、
訪
問
す
る
調
査
員
の
目
に
と
っ
て
「
明
ら
か
」
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
一
七
九
〇
年
以
降
連
綿
と

続
い
て
き
た
「
肌
の
色
」
に
依
拠
す
る
名
づ
け
行
為
へ
の
最
後
の
指
示
で
あ
っ
た
。

　
一
九
六
〇
年
、「
そ
の
他
の
人
種
」
と
し
て
セ
ン
サ
ス
局
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、「
ヒ
ン
ド
ゥ
」「
コ
リ
ア
ン
」
に
加
え
て
、「
ハ
ワ
イ

ア
ン
」「
マ
レ
ー
」
等
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
数
は
少
な
く
全
米
で
〇
・
三
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た（

（
（

。
こ
の
よ
う
に
「
ヒ
ン
ド
ウ
」

「
コ
リ
ア
ン
」
は
、
一
九
二
〇
年
か
ら
四
〇
年
ま
で
独
立
し
た
「
人
種
」
分
類
と
し
て
登
場
し
た
が
、
一
九
五
〇
年
、
六
〇
年
に
は
「
そ

の
他
」
と
し
て
分
類
さ
れ
る
な
ど
、「
そ
の
他
」
が
主
に
現
在
の
「
ア
ジ
ア
系
」
を
指
し
つ
つ
も
、
人
口
数
の
大
小
、
外
交
関
係
、
移
民

政
策
の
諸
要
因
に
よ
っ
て
「
そ
の
他
」
と
括
ら
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
独
立
し
た
分
類
で
数
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分

か
る
。
つ
ま
り
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
一
九
六
〇
年
ま
で
は
「
ア
ジ
ア
系
」
が
主
た
る
「
そ
の
他
」
で
あ
り
つ
つ
も
、
東
部
の
「
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
」
の
「
混
血
」
等
、
そ
の
時
々
の
セ
ン
サ
ス
局
側
の
特
定
の
目
的

0

0

0

0

0

に
応
じ
た
、
キ
ャ
ッ
チ
オ
ー
ル
な
「
残
余
」
分
類
と
し
て

変
遷
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
セ
ン
サ
ス
は
一
九
六
〇
年
の
移
行
期
を
経
て
一
九
七
〇
年
以
降
に
は
全
世
帯
を
対
象
と
し
て
、
調
査
票
が
郵
送
さ
れ
自
己
記
入
方
式
で

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
己
記
入
方
式
に
移
行
し
た
一
九
七
〇
年
は
「
ポ
ス
ト
公
民
権
運
動
」
の
セ
ン
サ
ス
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
（
（
（

。
公
民
権
運
動
に
よ
る
時
代
の
精
神
が
、
人
々
の
「
人
種
」
を
厳
密
に
規
定
す
る
「
血
の
一
滴
主
義
」
に
基
づ
く
名
づ
け
の
論
理
へ
の
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決
別
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
と
フ
ィ
ン
バ
ー
グ
に
よ
る
と
、
同
時
期
に
起
き
て
い
た
自
己
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
優
先
さ
せ
る
調
査
方
法
上
の
変
化
も
背
景
に
あ
っ
た（

（
（

。
た
だ
し
、
以
下
の
よ
う
に
調
査
員
が
再
訪
問
等
を
通
じ
て
観
察
に
よ
っ
て
空
欄

を
埋
め
る
作
業
も
継
続
さ
れ
た
。

　
全
て
の
回
答
は
回
答
者
側
の
自
己
申
告
用
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
が
、
可
能
な
場
合
に
は
観
察
に
よ
っ
て
空
欄
を
埋
め
る
こ
と
も

許
可
さ
れ
る
。
四
番
目
の
（
肌
の
色
な
い
し
人
種
）
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
サ
ス
調
査
員
が
そ
う
で
は
な
い
と
知
っ
た
時
以
外

は
、
回
答
者
と
同
じ
場
所
に
居
住
す
る
血
縁
者
は
、
回
答
者
と
同
じ
人
種
だ
と
想
定
さ
れ
る（

（
（

。

　
こ
う
し
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
調
査
員
に
よ
る
記
入
は
残
存
し
た
も
の
の
、
調
査
員
訪
問
方
式
か
ら
自
己
記
入
方
式
へ
の
変
化
が
、
名

乗
り
に
よ
る
分
類
項
目
成
立
へ
の
流
れ
を
決
定
的
な
も
の
と
し
た
。
ま
た
、「
ポ
ス
ト
公
民
権
運
動
」
の
セ
ン
サ
ス
に
お
い
て
は
、
公
民

権
法
、
選
挙
権
法
の
実
施
が
十
全
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
こ
に
受
益
者
と
し
て
連
な
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
を
め
ぐ
り
、
人
種
・
エ

ス
ニ
ッ
ク
団
体
や
議
員
か
ら
の
名
乗
り
を
受
け
た
働
き
か
け
も
顕
著
に
な
っ
た
。
目
立
っ
た
動
き
と
し
て
は
、
一
九
六
〇
年
の
デ
ー
タ
発

表
後
、
ス
ペ
イ
ン
系
の
姓
か
ら
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
人
口
を
割
り
出
す
一
九
五
〇
年
の
方
法
で
は
実
態
よ
り
も
人
口
が
少
な
く
し
か
出
て
い
な

い
、
と
の
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
団
体
か
ら
の
抗
議
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
六
八
年
に
な
っ
て
省
庁
間
委
員
会
（U

S Interagency Com
m

ittee 

on M
exican A

ffairs

）
は
調
査
が
不
十
分
と
い
う
結
論
を
出
し
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
商
務
省
に
「
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
」
に
関
す
る
自
己

申
告
の
調
査
を
命
じ
た
。

　
し
か
し
そ
の
時
既
に
、
調
査
票
の
印
刷
が
終
了
し
て
い
た
た
め
、
一
九
七
〇
年
に
は
五
％
の
サ
ン
プ
ル
調
査
票
の
対
象
の
う
ち
一
万
枚

の
み
、
追
加
の
う
え
で
印
刷
が
再
度
行
わ
れ
る
と
い
う
、
異
例
の
事
態
と
な
っ
た（

（
（

。
そ
こ
で
は
、「
あ
な
た
の
出
自
（origin

）
な
い
し
系
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統
（descent

）
は
…
…
」
と
の
質
問
に
対
し
、「
メ
キ
シ
カ
ン
」「
キ
ュ
ー
バ
ン
」「
プ
エ
ル
ト
リ
カ
ン
」「
中
央
ア
メ
リ
カ
ン
」「
そ
の
他

の
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
」「
ど
れ
に
も
該
当
し
な
い
」
の
選
択
肢
が
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た（

（
（

。
し
か
し
同
時
に
一
九
七
〇
年
に
重
要
な
こ
と

は
、
記
入
さ
れ
た
回
答
を
、
Ｏ
Ｍ
Ｂ
に
よ
る
公
式
の
「
人
種
」
定
義
に
基
づ
い
て
セ
ン
サ
ス
が
再
分
配

0

0

0

す
る
作
業
が
始
ま
っ
た
点
で
あ
る
。

一
九
七
〇
年
、「
人
種
」
が
「
ブ
ラ
ウ
ン
」
の
場
合
に
は
、
黒
人
に
セ
ン
サ
ス
側
が
変
更
（
再
分
配
）
し
て
い
た（

（
（

。
一
九
七
〇
年
の
人
種

別
の
表
を
み
る
と
、「
ホ
ワ
イ
ト
」「
ニ
グ
ロ
」
が
軸
に
な
っ
て
お
り
、
表
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
、「
ホ
ワ
イ
ト
」「
ニ
グ
ロ
」、「
ホ
ワ
イ

ト
」「
ニ
グ
ロ
」「
そ
れ
以
外
」、「
ニ
グ
ロ
」「
ニ
グ
ロ
以
外
の
人
種
」
の
三
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
一
九

七
〇
年
時
点
に
お
い
て
「
ニ
グ
ロ
」
は
他
の
「
人
種
」
と
混
ざ
る
こ
と
の
な
い
分
類
で
あ
っ
た
。
一
八
五
〇
年
の
移
住
当
初
の
「
チ
ャ
イ

ニ
ー
ズ
」、
そ
し
て
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
も
州
に
よ
っ
て
は
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
」
が
、「
ホ
ワ
イ
ト
」
と
し
て
記
録
さ
れ
た
こ
と
か
ら

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
混
血
」
に
よ
る
パ
ッ
シ
ン
グ
の
実
態
は
あ
っ
て
も
、
ホ
ワ
イ
ト
ネ
ス
と
は
対
照
的
に
ブ
ラ
ッ
ク
ネ
ス
は
、
明
瞭

な
「
人
種
」
の
境
界
線
と
し
て
残
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
本
書
が
描
い
て
き
た
よ
う
に
、「
そ
の
他
全
て
の
人
々
」
は
建
国
当
初
は

自
由
黒
人
が
想
定
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
七
〇
年
の
「
そ
の
他
」
は
、
ア
ジ
ア
系
が
念
頭
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
九
七
〇
年
セ
ン
サ

ス
の
調
査
票
上
で
は
「
そ
の
他
─
─
人
種
を
記
入
す
る
こ
と
」
と
書
か
れ
て
い
た
も
の
の
、
何
が
「
そ
の
他
」
で
あ
る
の
か
、
何
が
「
そ

の
他
」
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
か
、
提
示
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。「
そ
の
他
」
と
は
一
七
九
〇
年
以
来
誰
な
の
か
が
提
示
さ
れ
な
い
存
在

で
あ
り
続
け
た
の
で
あ
る
。

　「
そ
の
他
の
人
種
」
の
大
多
数
が
「
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
」
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
ま
た
そ
の
規
模
が
第
三
の
「
人
種
」
集
団
に
匹
敵
す
る

ま
で
に
な
っ
て
い
く
の
は
、
一
九
八
〇
年
以
降
の
新
し
い
現
象
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
以
降
、「
そ
の
他
の
人
種
」
は
「
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
」

が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
ま
で
「
白
人
」、「
黒
人
」
等
公
式
の
い
ず
れ
の
「
人
種
」
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
と
考
え

る
、「
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
」
の
主
体
的
な
名
乗
り
が
「
そ
の
他
の
人
種
」
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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一
九
七
〇
年
に
は
「
そ
の
他
」
は
全
米
人
口
約
二
億
三
二
一
万
人
の
約
七
二
万
人
で
全
米
人
口
の
〇
・
四
％
を
占
め
る
の
み
で
あ
っ
た（

（1
（

。

と
こ
ろ
が
一
九
八
〇
年
に
全
米
人
口
約
二
億
二
千
六
五
四
万
人
の
う
ち
約
六
五
八
万
人
と
割
合
が
二
・
九
％
に
ま
で
急
増
し
た
。
そ
れ
は
、

こ
の
年
以
降
「
そ
の
他
」
欄
に
記
入
さ
れ
る
「
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
」
の
回
答
が
一
九
七
〇
年
の
よ
う
に
「
白
人
」
に
再
分
配

0

0

0

さ
れ
ず
、
そ
の

ま
ま
計
上
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る（

（1
（

。
一
九
八
〇
年
セ
ン
サ
ス
の
調
査
票
上
で
は
人
種
欄
の
最
後
に
、「
そ
の
他
─
─
特
定
す
る
こ
と
」
と
掲

載
さ
れ
た
。
加
え
て
、
重
要
な
の
は
わ
ず
か
の
世
帯
に
の
み
駆
け
込
み
的
に
調
査
が
行
わ
れ
た
一
九
七
〇
年
と
は
決
定
的
に
異
な
り
、
全0

世
帯
に
対
し
て

0

0

0

0

0

0

「
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
」
で
あ
る
か
ど
う
か
の
質
問
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
質
問
票
で
は
七
番
目
の
項
目
と
し
て
、「
あ

な
た
は
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
／
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
の
出
自
ま
た
は
系
統
で
す
か
」
に
対
し
て
「
は
い
」
か
「
い
い
え
」
で
答
え
、「
は
い
」
の
場

合
に
は
、
選
択
肢
（
メ
キ
シ
カ
ン
、
メ
キ
シ
カ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
、
チ
カ
ノ
、
プ
エ
ル
ト
リ
カ
ン
、
キ
ュ
ー
バ
ン
、
そ
の
他
の
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
／

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
）
が
示
さ
れ
た（

（1
（

。
こ
の
一
九
八
〇
年
こ
そ
、「
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
」
を
ひ
と
つ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
と
し
つ
つ
も
、
い
ず
れ
の

「
人
種
」
に
も
入
り
う
る
人
々
と
い
う
両
義
的
な
存
在
を
見
据
え
始
め
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
集
団
が
全
人
口
の
二
・
七
％

を
占
め
、
増
加
を
見
せ
て
い
る
こ
と
は
セ
ン
サ
ス
局
に
と
っ
て
悩
ま
し
い
現
実
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
「
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
」
の
調
査
に
つ
い

て
は
、
な
る
べ
く
多
く
の
回
答
が
既
存
の
五
つ
の
「
人
種
」
分
類
に
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
調
査
票
上
の
工
夫
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
〇
一
〇
年
に
は
「
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
は
人
種
で
は
な
い
」
と
い
う
一
文
を
盛
り
込
み
、
調
査
票
の
質
問
の
配
置
や
言
葉
に
よ
る
影
響
を

様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
調
査
票
を
再
構
成
し
た
。
そ
の
成
果
も
あ
っ
て
「
そ
の
他
の
人
種
」
を
選
ぶ
「
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
」
は
二
〇
〇
〇

年
セ
ン
サ
ス
よ
り
も
減
少
し
た
。
し
か
し
二
〇
一
〇
年
に
お
い
て
も
、
四
〇
％
近
く
が
あ
え
て

0

0

0

（
工
夫
さ
れ
た
指
示
を
無
視
す
る
形
で
）

「
そ
の
他
の
人
種
」
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
「
メ
キ
シ
カ
ン
」
や
「
ラ
テ
ィ
ー
ノ
」
と
の
回
答
の
中
に
表
出
し
て
い
る
。
む
し

ろ
様
々
な
工
夫
が
あ
る
が
故
に
、
そ
こ
に
提
示
さ
れ
る
「
人
種
」
に
回
収
さ
れ
な
い
「
メ
キ
シ
カ
ン
」
や
「
ラ
テ
ィ
ー
ノ
」
と
し
て
の
強

固
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
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そ
も
そ
も
「
そ
の
他
の
人
種
」
は
、
一
九
七
七
年
の
Ｏ
Ｍ
Ｂ
指
針
一
五
に
も
一
九
九
七
年
に
修
正
さ
れ
た
指
針
に
も
含
ま
れ
て
い
な
か

っ
た
。
ヒ
ュ
ー
ム
ズ
ら
に
よ
れ
ば
、
公
民
権
法
を
実
行
す
る
た
め
の
連
邦
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
上
「
そ
の
他
の
人
種
」
は
使
用
さ
れ
て
お

ら
ず
、
長
い
間
セ
ン
サ
ス
局
は
特
別
な
「
そ
の
他
の
人
種
」
に
つ
い
て
の
製
表
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
。
よ
っ
て
、「
そ
の
他
」
の
人

種
を
Ｏ
Ｍ
Ｂ
の
定
義
す
る
公
式
の
五
つ
の
人
種
集
団
に
再
分
配
す
る
作
業
を
経
て
か
ら
、
そ
の
デ
ー
タ
を
多
く
の
連
邦
官
庁
が
利
用
し
て

い
る（

（1
（

。
セ
ン
サ
ス
側
と
し
て
は
二
重
三
重
の
手
間
が
か
か
る
分
類
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
二
〇
〇
〇
年
の
複
数
人
種
回
答
が
可
能
に
な
っ

て
か
ら
は
、「
そ
の
他
の
人
種
」
を
維
持
す
る
理
由
が
明
白
で
は
な
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、「
そ
の
他
の
人
種
」
を
な
く
し
た

形
式
で
の
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
た（

（1
（

。

　
セ
ン
サ
ス
局
は
二
〇
〇
〇
年
か
ら
使
用
さ
れ
た
「
そ
の
他
の
人
種
」
と
は
五
つ
の
「
人
種
」
分
類
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
て
な
い

人
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
回
答
例
と
し
て
は
モ
ロ
ッ
カ
ン
、
南
ア
フ
リ
カ
ン
、
ベ
リ
ー
ジ
ア
ン
、
メ
キ
シ
カ
ン
、
プ
エ
ル
ト
リ
カ
ン
、

キ
ュ
ー
バ
ン
等
の
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
の
出
自
が
こ
こ
に
含
ま
れ
る
、
と
し
て
い
た（

（1
（

。
二
〇
一
〇
年
の
定
義
に
お
い
て
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
く
な
り
、「
マ
ル
チ
レ
イ
シ
ャ
ル
、
ミ
ッ
ク
ス
、
イ
ン
タ
ー
レ
イ
シ
ャ
ル
」
が
回
答
例
と
し
て
示
さ
れ
る
ほ
か
、

二
〇
〇
〇
年
同
様
に
、「
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
」
の
回
答
が
「
そ
の
他
」
に
分
類
さ
れ
る
と
し
て
い
る（

（1
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
黒
人
」、「
白
人
」、

「
ア
ジ
ア
系
」
等
の
公
式
の
「
人
種
」
か
ら
は
外
れ
る
た
め
「
そ
の
他
の
人
種
」
と
分
類
さ
れ
る
人
々
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
全
人
口
の

中
で
五
・
五
％
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
に
は
六
・
二
％
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た（

（1
（

。
実
数
と
し
て
は
二
〇
一
〇
年
の
「
そ
の
他
の
人
種
」
は

一
九
〇
〇
万
人
を
超
え
た
。
こ
れ
は
人
口
規
模
か
ら
い
え
ば
二
〇
一
〇
年
に
「
ア
ジ
ア
系
」
を
超
え
、「
白
人
」、「
黒
人
」
に
次
ぐ
「
人

種
」
集
団
と
も
い
え
る
。
二
〇
一
〇
年
で
は
、「
そ
の
他
の
人
種
」
の
回
答
の
九
七
％
と
い
う
圧
倒
的
多
数
は
、「
メ
キ
シ
カ
ン
」
や
「
ラ

テ
ィ
ー
ノ
」
に
代
表
さ
れ
る
「
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
」
集
団
で
占
め
ら
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
注
目
さ
れ
る
。
セ
ン
サ
ス
局
の
責
任
者
も
、

「
そ
の
他
の
人
種
」
が
二
〇
一
〇
年
で
三
番
目
に
大
き
な
「
人
種
」
集
団
と
な
り
、
こ
の
ま
ま
何
か
し
な
け
れ
ば
、
二
番
目
に
大
き
な
規
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模
の
集
団
に
な
っ
て
し
ま
う
と
の
危
惧
を
強
調
し
て
い
た（

（1
（

。「
人
種
」
分
類
が
「
き
れ
い
」
に
分
か
れ
る
こ
と
が
前
提
で
作
ら
れ
て
き
た

セ
ン
サ
ス
に
と
っ
て
、「
そ
の
他
の
人
種
」
は
セ
ン
サ
ス
局
に
と
っ
て
「
汚
い
」
集
団
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
質
問
項
目
上
の
最
大
の
課

題
で
あ
り
続
け
て
い
る
の
は
間
違
い
が
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
二
〇
一
〇
年
セ
ン
サ
ス
で
は
、「
非
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
・
ホ
ワ
イ
ト
」
以
外

0

0

の
集
団
が
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
と
言
及
さ
れ
て
お

り
、
黒
人
や
先
住
民
等
に
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
を
加
え
た
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
は
、
全
米
の
三
分
の
一
以
上
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
オ
バ

マ
が
勝
利
し
た
二
〇
〇
八
年
、
二
〇
一
二
年
の
大
統
領
選
で
注
目
さ
れ
た
の
が
こ
の
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
票
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
六
年

の
選
挙
で
は
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
は
二
〇
〇
八
年
ほ
ど
に
は
投
票
所
に
足
を
運
ば
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。「
非
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
・
ホ
ワ

イ
ト
」
が
、
二
人
の
「
史
上
最
も
不
人
気
な
大
統
領
候
補
」
の
う
ち
ト
ラ
ン
プ
を
熱
狂
的
に
支
持
し
た
と
い
う
の
が
大
方
の
説
明
で
あ
る

が
、
ト
ラ
ン
プ
支
持
の
背
景
の
ひ
と
つ
と
し
て
健
康
へ
の
不
安
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
九
八
年
以
降
他
の
先
進
国
の
人
々
は
年
間
二
％
死

亡
率
を
下
げ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
中
年
（
四
五
歳
か
ら
五
四
歳
）
の
「
非
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
・
ホ
ワ
イ
ト
」
だ
け
は
、

年
間
〇
・
五
％
死
亡
率
を
上
げ
て
い
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ（

（1
（

。
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
や
ド
ラ
ッ
グ
中
毒
が
拡
大
し
、

健
康
状
態
が
悪
い
、
と
報
告
し
た
人
々
も
増
加
し
て
い
た
。
健
康
状
態
の
悪
さ
と
は
「
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
歩
き
、
一
〇
階
段
以
上
歩
き
、

二
時
間
立
っ
た
り
座
っ
た
り
し
、
買
い
物
を
し
、
人
と
交
流
す
る
こ
と
に
対
し
て
」
苦
痛
を
感
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
身
体
的
・

心
理
的
健
康
状
態
に
よ
っ
て
、
上
記
の
活
動
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
と
回
答
し
た
人
が
、
三
・
二
％
増
加
し
、
働
け
な
く
な
っ
た
人
々
が
約

二
倍
と
な
っ
た（

（2
（

。
こ
の
よ
う
に
、
セ
ン
サ
ス
で
「
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
」
と
さ
れ
る
白
人
が
、「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
よ
り
も
集
団
全
体
と
し
て

健
康
状
態
が
低
下
し
て
い
る
、
と
い
う
実
態
は
ト
ラ
ン
プ
支
持
の
背
景
と
し
て
看
過
出
来
な
い
。

　「
そ
の
他
の
人
種
」
を
な
く
す
可
能
性
に
対
し
て
、
議
会
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
選
出
の
ホ
セ
・
セ
ラ
ー
ノ
（Jose Serrano

）
下
院
議

員
が
強
硬
に
維
持
を
訴
え
た
。
セ
ラ
ー
ノ
議
員
は
民
主
党
員
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
一
五
区
（
ブ
ロ
ン
ク
ス
）
選
出
（
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
コ
ー



一　「その他の人種」──過去と現在

521

カ
ス
）、
一
九
九
二
年
か
ら
議
員
と
な
っ
た
。
愛
国
者
法
に
反
対
し
た
ほ
か
、
包
括
的
移
民
法
案
の
推
進
し
て
来
た
民
主
党
の
ヒ
ス
パ
ニ

ッ
ク
系
の
重
鎮
議
員
と
言
え
る
。
カ
レ
ン
・
ヒ
ュ
ー
ム
ズ
の
論
考
の
中
に
も
セ
ラ
ー
ノ
議
員
が
勝
ち
取
っ
た
「
そ
の
他
の
人
種
」
の
選
択

肢
継
続
に
対
し
て
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
団
体
は
喝
采
を
送
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
・
リ
リ
ー
ス
が
掲
載
さ
れ
て
い
た（

（2
（

。「
そ
の
他
の
人
種
」

が
Ｏ
Ｍ
Ｂ
の
人
種
分
類
で
な
い
た
め
に
、
か
え
っ
て
議
員
や
背
景
に
あ
る
人
種
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
団
体
の
特
定
の
主
張
が
反
映
さ
れ
る
結
果

と
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
セ
ン
サ
ス
局
と
し
て
は
「
そ
の
他
の
人
種
」
と
い
う
項
目
を
な
く
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
再
度
強
調
し
た
い
の
は
、
一
七
九
〇
年
以
来
、
既
存
の
人
種
に
入
ら
な
い
と
さ
れ
る
人
々
に
対
し
て
「
そ
の
他
」
の
受
け
皿
を
、

セ
ン
サ
ス
側
が
用
意
し
続
け
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
関
心
の
な
さ
を
表
す
も
の
で
あ
っ
た
り
、
逆
に
特
定
の
政
策
目
的
に
応

じ
る
も
の
で
あ
っ
た
り
と
多
様
で
あ
っ
た
が
、
時
代
を
経
て
変
容
す
る
「
そ
の
他
」
の
存
在
自
体
が
、
明
瞭
な
─
─
セ
ン
サ
ス
局
の
言
葉

に
従
え
ば
「
き
れ
い
」
な
─
─
「
人
種
」
分
類
が
恣
意
的
で
幻
想
で
あ
る
こ
と
を
裏
書
し
て
き
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
一
九
七
〇
年
以
降

の
自
己
申
告
制
の
下
で
は
、
誰
が
「
そ
の
他
」
と
な
る
の
か
は
、
調
査
員
の
名
指
し
で
は
な
く
回
答
者
の
名
乗
り
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
こ
に
は
無
数
の
「
そ
の
他
」
に
分
類
さ
れ
る
回
答
が
寄
せ
ら
れ
る
。
む
ろ
ん
、
個
々
の
回
答
全
て
が
「
そ
の
他
」
に
入
る
こ
と

を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
ず
、
結
果
と
し
て
「
そ
の
他
」
に
セ
ン
サ
ス
局
に
よ
っ
て
再0

分
配

0

0

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
問

題
の
現
代
性
は
、「
そ
の
他
の
人
種
」
の
規
模
と
増
加
率
に
あ
る
。
一
九
八
〇
年
以
降
の
、
既
存
の
人
種
で
は
な
く
「
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
」

で
あ
り
「
そ
の
他
の
人
種
」
と
い
う
自
己
申
告
者
の
重
み
を
取
り
外
す
解
決
方
法
は
、「
人
種
」
か
ら
「
人
種
と
エ
ス
ニ
ッ
ク
」
へ
と
質

問
項
目
を
変
更
す
る
こ
と
か
、「
人
種
」
な
い
し
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
い
以
外
に
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
同
時
に

Ｏ
Ｍ
Ｂ
の
「
人
種
」
分
類
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
な
調
査
形
式
と
な
る
の
か
が
注
目
さ
れ
る
。


